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コラボレーションセンター長よりコメント 

 

 

基本姿勢は「明るく、活発な仕事をしたい」 
 

コラボレーション・センター長 坂 口 勝 幸 

(学 生 部 長）                           

 

コラボレーション(collaboration)ということばを当たり前に耳にします。本来は、 

「共に働く」「協力する」事を指し、合わせて「協働」とも解釈します。 

よってコラボレーション・センタースタッフ（以下 スタッフ）が担っているのは、 

学生の求めに寄り添い、既存の施設設備を快適かつ機能的に活用できる環境整備、 

季節の移ろいを感じ、潤いのある生活に寄与するための諸行事やイベントの企画、 

学生の「これをやりたい！」を実現に向けるべく「学生発案プロジェクト」への支援と 

多岐に渡ります。人はどこかに集まり、そこでは絡みが生まれます。広く捉えると、 

集まるところはキャンパスであり、絡みは大学生活全般にわたります。 

キャンパス全体では少々広くなってしまうので、スタッフとしては中核として 

江別キャンパス C館２階 SPACE1～４とエントランス（新札幌キャンパスは抽象的に 

キャンパス全体）でありたいと思っています。 

つまり、場所としてのコラボレーション・センターです。 

ここでは、仲間との語らいも含めますが、実際には講義、ゼミナールや実習、 

サークルなどの学生諸活動が中心です。そのためには、環境的にも機能的にも 

使う人が快適である必要があります。施設設備が最も効果的に稼働し、 

いつでも気持ちよく利用できるのが一番です。そのキーマンとなるのがスタッフです。

よってスタッフの役割は、ピア（仲間・同輩）サポート（援助）であり、具体的には、 

「学生による学生のためのサポート」と考えます。つまり、スタッフが担っているのは 

学生の求めに寄り添い、既存の施設設備を快適かつ機能的に活用できる環境整備、 

季節の移ろいを感じ、潤いのある生活に寄与するための諸行事やイベントの企画、 

学生の「これをやりたい！」を実現に向けるべく「学生発案プロジェクト」への支援と 

多岐に渡ります。まさに、バックアップがすべてです。 

スタッフが忙しそうに動き回っていれば最高ですね。 
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新札幌キャンパスにも Collaboration Center カウンターを開設しています！ 

2 階図書館内、入口入ってすぐ左手にあります！気軽にお立ち寄りください！ 

文具の貸し出しや貸し出しパソコンの対応、その他ご相談やイベント開催等の 

告知・活動を行っております。 

コラボレーションセンターでは、 

使い捨てのコンタクトレンズの 

空ケースを回収しています！ 

回収した空ケースは、リサイクル製品として 

生まれ変わります。江別キャンパスにも 

回収ケースを置いているため 

ご協力をお待ちしております！ 

新札幌キャンパス 
Collaboration Center 施設紹介 

図書館内カウンター 

貸出文具 

イベントの様子 

回収ボックス 

回収ケース 

日常業務 

 
カウンターにも

あります！ 

コンタクトの空ケース回収 
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「学生発案プロジェクト」は、大学生活でやってみたいこと・日ごろから考えている 

アイディアや熱い思いに、最高 50 万円を支援する Collaboration Center 主催の 

プロジェクト支援事業です。過去には、地域活性化イベントや視聴覚サポートアプリの 

開発プロジェクトが採択されており今年度は、「利尻島地域創生フィールドワーク」 

プロジェクトの採択が行われました。このプロジェクトでは、利尻島の文化体験や地元高校生、

役場職員の方と交流して地方創生について検討し、イベント等で発表が行われました。 

Collaboration Center エントランスでの発表では、多くの学生や教職員の方が集まりました！ 

思いを実現してみたい方は、今後行われる説明会への参加や問い合わせお待ちしています！ 

▼実際の活動の様子 

【問い合わせ先】 

江別キャンパスＳＰＡＣＥ2  相談カウンター 

新札幌キャンパス図書館内  相談カウンター メールアドレス Collabocnt202＠gmail.com 

 

Collaboration Center 江別キャンパスエントランスで行われた報告会の様子▼ 

～プロジェクト採択から終了までの流れ～ 

①説明会に参加し、応募準備開始 

②プロジェクト計画書を提出 

③プロジェクト審査会で審査を受ける 

④採択の場合、支援を受け活動 

⑤報告会などを行い、成果発表を行う 

コラボレーションセンタースタッフの活動では「ピアサポート」という、 

 学生生活の質を向上させることを目的とした、学生による学生のための 

活動を行っています！両キャンパスのカウンターでは、ピアサポート活動の 

一環として援助者と同じ目線で、学生相談を行っています！ 

【ぴあのわ】 

ぴあのわとは、ピアサポートを行う全国の大学生や 

教員との交流・研修を行う合同研修会です 

ピアサポート活動を行う上で必要になる知識や技術の 

学習や、各大学の活動を発表するポスターセッション、 

交流会などを行いました！ 

学生発案プロジェクト 
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大学祭 
大学祭でもお手伝いに参加し、 

卜部先生手作り商品の販売や 

会場設備を行いました。 

エース君のお友達も来ていて、

エース君も来場者の方も 

楽しんでいました。 

TV ＆ YouTube 
TVｈテレビ北海道「5 時ナビ」の 

「ＡＣＴ for ＨＯＫＫＡＩＤＯ」にて 

エース君が紹介されました！ 

ぜひご覧ください！！ 

Ｙｏｕｔｕｂｅより引用 

セラピードッグ エース君 
 

ACT for HOKKAIDO セラピードッグ 

ふれあいイベント 
エース君と学生の 

ふれあいイベントがあります。 

毎月両キャンパスで開催されており、 

江別のお手伝いしています。 

いつもたくさんの学生や 

職員が癒されています！ 
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2024 年度 ハロウィン企画 

2024 年 10 月 22 日から 10 月 31 日の間、 

新札幌キャンパス、江別キャンパスで 

ハロウィン企画を開催しました。 

10 月 22 日から 24 日の間で、 

クイズ企画を開催しました！ 

ハロウィンに関するクイズを出題し、 

参加者の方にはお菓子を 

プレゼントしました！ 

3 日間で、92 名の方に 

参加していただくことが 

できました！ 

 

新札幌・江別キャンパスクイズ企画 
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学校生活を楽しんでもらい、季節行事に親しんでもらうため、 

ハロウィン当日には抽選会を行いました。抽選会では 

両キャンパス合わせて 50 名以上の方に参加していただき、 

参加者の方が声を出すほど、盛り上がっていました！ 

また、コラボレーションセンターの活動を知ってもらうために 

抽選会と合わせて説明会も行いました！ 

In 江別キャンパス 
日付：10 月 31 日 場所：B 館 Collaboration Center エントランス 
 

In 新札幌キャンパス  
日付：10 月 29 日、30 日 場所：１F 社会連携センター 

新札幌・江別キャンパス抽選会 
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